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減少傾向が継続中









感染確認装置

•理化学研究所が開
発

•蛍光分子利用

•来年には小型にして
製品化

•検査費用は200円

•多種類のウイルスを
検出可能



色々あった１週間でした



•KAZU１の引き上げ失敗 再挑戦へ

•健康保険証原則廃止 ＝＞マイナンバーカード活用

•中国のウイグル自治区再教育施設資料の流出

•明日日本赤軍の重信房子受刑者が刑期満了で出所

•細田衆議院議長のセクハラ疑惑

•北朝鮮 １日に３発のミサイル発射 国内報道なし



北朝鮮 ミサイル発射を報じず



• ｴﾈﾙｷﾞｰ源の輸
出量削減

• タバコの輸出禁
止

•北朝鮮ハッカー
集団の資産凍結

・2006年から始
まった北朝鮮制
裁決議案で初め
ての拒否権使用



•KAZU１の引き上げ失敗 再挑戦へ
•健康保険証原則廃止 ＝＞マイナンバーカード活用
•中国のウイグル自治区再教育施設資料の流出
•明日日本赤軍の重信房子受刑者が刑期満了で出所
•細田衆議院議長のセクハラ疑惑
•北朝鮮 １日に３発のミサイル発射 国内報道なし
•ダボス会議 ロシア代表参加認めず
•アメリカの小学校でまたもや銃撃事件
•東京直下型地震の被害想定の更新
•イランで軍幹部が暗殺される



数値が減少している理由
理由は耐震建築物が増加したこと
インフラも耐震化が進んでいること



イラン 革命防衛隊の大佐暗殺
•5月22日 テヘランの自宅前で車に乗車中に暴漢に
襲われ射殺された

•ホダイ大佐 革命防衛隊海外部

精鋭部隊コッズ部隊の幹部

•犯人は不明だがｲｽﾗｴﾙの特殊

部隊が関与か

•イランでこのような事件はあまり

起きていない



バイデン大統領の日韓訪問と
クアッド首脳会議



バイデン大統領はまず韓国へ
•初のアジア訪問で最初に韓国に

•20日 韓国に到着

•韓国で最初に行ったのはサムスン電子の工場

•半導体の確保がアメリカにとって大きなポイント

•その後尹大統領と会談

•今回の訪問でのポイントは韓国と北朝鮮の関係、中
国問題さらには日韓問題の関係改善を求める

•当初の目的は達成したのだろうか？



韓国を巡る東アジア情勢
•中国の覇権主義

•北朝鮮の核開発

•文氏の対北対応

•尹錫悦大統領の本
音を聞く

•米韓軍事演習の大
規模化

•中国北朝鮮に圧力



日米首脳会談
•日米同盟の強化を確認

•核と通常兵器で日本を防衛する「拡大抑止」の強化

•東シナ海での一方的な現状変更の試みに強く反対

•インド太平洋地域の新たな経済枠組み（ＩＰＥＦ）を発足

•日本の防衛費を大幅に増額する方針

•来年のＧ７の首脳会議を被爆地・広島で開催

•台湾有事では米国が防衛に関与する

国会審議なして提案



クアッド首脳会議



クアッドの今後
•ロシア包囲網
•中国包囲網
•オーストラリアの政権交代
が何か変化をもたらすのか

•インドの立ち位置を引き寄
せる

•法の支配や、主権と領土の
一体性などの原則を確認



３つの経済連携を比較してみると

2019年発効
2022年発効



意外と思われた参加国
• IPEFに１３か国が参加

•ASEANで参加していないのはﾐｬﾝﾏｰ ﾗｵｽ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ
のみ ﾐｬﾝﾏｰ軍政 ﾗｵｽ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱは中国寄り

•ﾌｨﾘﾋﾟﾝの新政権も参加 ﾏﾙｺｽ新政権 中国寄り

• IPEFの４つの柱

•ｱﾒﾘｶの方針変更

•ﾄﾗﾝﾌﾟ氏の二国間協定

からマルチ対応へ



TPPとRCEPとは
•TPP は2008年から話し合いが行われていて、提案国の
アメリカが離脱して2019年に発効
•物やサービスを自由にやり取りするために結ばれた取り
決め
•貿易障壁の撤廃により、鎖国状態から脱しグローバル化
を加速
•RCEP は2012年から話し合いが行われていて今年発効
したもの
•基本的に自由貿易を目指し2033年には２/３の品目の関
税撤廃を目指す

基本は自由貿易



IPEFの特徴
•基本的に自由貿易を推奨するわけではない

•途上国にとっては自国の産業を守ることができる

•今後のポイントになるデジタル化やサプライチェーン
化がしやすくなる

•ﾚｱｱｰｽや半導体の調整や協調

•途上国に対しての資金援助がある

•中国の一帯一路に対抗

５年間で500億
ドルの支援

中国による経済支配を逃れられるか



中国も黙ってはいない
•26日から中国の王毅外相
が太平洋島嶼国を訪問

•2022年４月 ｿﾛﾓﾝ諸島と
安全保障協定締結

•太平洋地域での貢献を強
調

•軍事的進出はしない

•中国包囲網への警告



王毅外相太平洋島嶼国訪問へ



王毅外相動きと反応
•中国が国家の主権、安全と領土保全を維持を援助

•農業や漁業、防疫対策など幅広い分野で協力を拡大

•台湾を自国の一部とする「一つの中国」の原則への支持

•30日 フィジーで10か国外相とのリモート会議

•地域各国に安全保障協力の強化を呼びかける

•安保を含む分野で協力拡大を示す合意文書の採択を

•昨日ｵｰｽﾄﾗﾘｱ外相がフィジー訪問 協力を表明



日本海での中国ロシア爆撃機飛行批判



オーストラリア政権交代



オーストラリア政権交代
•自由党・国民党の保守
連合 モリソン氏敗北

•労働党が第一党

•党首ｱﾙﾊﾞﾆｰﾆ氏首相
就任へ

•気候変動対策を訴え
た少数政党の躍進

•これからの政治は？



オーストラリアの今後
•モリソン前首相は対中強硬派であった

•対中貿易に様々な問題が生じた

•クアッドの一員として中国包囲網に参加

•今回の労働党勝利によって政策は変更なのか？

•クアッドに出席したｱﾙﾊﾞﾆｰﾆ新首相は対中政策は続
行するとした

•労働党副党首ﾏｰﾙｽﾞ氏 元首相ｷｰﾃｨﾝｸﾞ氏親中派

•中国側からの切り崩しが懸念材料



対中関連
• 2017年 中国人実業家が豪州
国会議員に献金
•2019年 ｽﾊﾟｲ活動した男性が
中国に亡命希望したが不審死
•中国企業がﾀﾞｰｳｨﾝ港99年租借
• 2020年 新型コロナの感染源の
調査要求
•中国が食肉の一部輸入禁止

•AUKUS 豪へ原潜供与
•ｿﾛﾓﾝ諸島中国と安保協定



中国 オーストラリア新政権に期待



フィンランド スウェーデン
NATO加盟申請へ



北欧諸国のNATO加盟



•プーチンにとっ
ては誤算

•ｳｸﾗｲﾅがNATO
に加盟しないよ
うにしたのに

•かえって自らの
首を絞めた

•ｽｩｴｰﾃﾞﾝは中
立国でありなが
ら軍事大国



ロシア

トルコ

フィンランド

スウェーデン

イギリス

大国ソ連・ロシアとの摩擦
の避けて中立政策

ウクライナ侵攻

NATO加盟

全会一致でなければ
承認されない

クルド人過激派の処遇
武器輸入禁止

ロシア製の
武器購入

反対

集団安全保障の枠組みを了承

不
安
感
大

アメリカ

歓迎

武器供与

アメリカはトルコと接触しているがそう簡単
には前進しないのでは



トルコのしたたかさ
•トルコはEUに加盟申請をしているが加盟できない

•NATOには加盟できている

•ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞは人権問題に厳しい国

• PKK(ｸﾙﾄﾞ労働者党）のﾒﾝﾊﾞｰの返還には応じない

•武器の供与禁止を廃止

•今回のことで上手く対応できればEUに加盟も



スウェーデンは軍需産業大国
•19C初頭のナポレオン戦争以降中立主義をとる

•1914年 北欧３国と中立維持を確認

•第二次大戦で中立を堅持したのはスウェーデンのみ

•戦後の冷戦構造の中で「重武装中立」となる

•軍事的な中立を保つために兵器の多くを自国で生産

•現在は軍需産業を維持しつつも、軍の規模を縮小

•武器輸出量は2013年世界３位 その後減少

•2018年 武器輸出額は1.34億ドル 輸出先100か国



ｼﾞｬﾍﾞﾘﾝ
ﾊｰﾌﾟｰﾝ

ｼﾞｬﾍﾞﾘﾝ
ｽﾃｨﾝｶﾞｰ



Ｓタンク 砲塔を持たない
全高が低いので待ち伏
せに向く

サーブビゲン戦闘機
狭い飛行場でも使えるようSTOL
性能が高い



ロシア 集団安全保障条約機構開催



CSTO（集団安全保障条約機構）
•1991年 ﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌが共和国宣言 紛争勃発

•1992年結成

•ｱﾙﾒﾆｱ ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ ｷﾙｷﾞｽ ﾛｼｱ ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ ｳｽﾞﾍﾞｷ
ｽﾀﾝの６か国が加盟

•1993年 ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ ｸﾞﾙｼﾞｱ ﾍﾞﾗﾙｰｼ 加盟

•1997年 ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ ｸﾞﾙｼﾞｱ ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ 脱退

•2020年 ﾅｺﾞﾙﾉ・ｶﾗﾊﾞﾌ紛争終結

•2022年 カザフスタン反政府デモに派遣



今回のCSTO会議
•プーチン大統領としては今回のウクライナ侵攻がい
かに正義のためかを確認し支援を受けようとした

•今年１月のカザフスタンの反政府デモ鎮圧に貢献

•多くの国がロシアの支援を表明し軍の派遣を期待

•カザフスタンを含めて賛同する動きはなかった

•唯一ベラルーシが賛同した

•ロシアの弱体化を示す良い例となってしまった

•ﾅｺﾞﾙﾉ・ｶﾗﾊﾞﾌ紛争はｳｸﾗｲﾅ侵攻と共通点が多い



ナゴルノ・カラバフ問題
•ソ連崩壊時にアルメニア編入に向

けて共和国独立

•ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ側と紛争状態に

•ロシア軍が治安維持のために駐留

•ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝはCSTOを脱退しNA

TOの支援を受けて戦う

•2020年停戦協定 今日に到る

•右図のｸﾘｰﾑ色部分が共和国



ウクライナ侵攻の今後
•ロシアはマリウポリを制圧

•海上輸送で復興資材を移送

•アゾフタリ製鉄所は戦闘遺跡になるので解体

• リゾート施設にする

•今月中には４つの学校を開校

•秋にはロシアの教育プログラムを開始

•ヘルソン サポリージャ州で通貨ルーブルを導入

•進めるロシア化





侵攻の大きなポイントとなる戦い
•ルハンシク州全体を制圧する

•ロシアの侵攻の成果を得るため

•人口10万人の都市セベロドネツクがキーポイント

•ウクライナの行政機関がおかれる

•ロシア軍と親ロシア派が包囲

•ドネツ川の橋を爆破しウクライナ側の補給路断つ

•毎日砲撃とミサイル攻撃を続ける





ロシア軍は１５大隊
12500人が集結
新兵器も導入



ロシア軍ウクライナ侵攻に新たな戦術



今後どうなっていくのか
•セベロドネツク マリウポリと同じ運命をたどるか

•現在の攻撃は無差別に都市機能を破壊している

•廃墟にして立ち上がれなくする

•ルハンシク自治共和国を確立する

•アゾスフタリ製鉄所からの投降兵を裁判にかける

•ロシア外相が明言 罪を忘れることはできない

•彼らはネオナチ 親ロシア派の人たちを抑圧した罪

•最高刑は死刑 ウクライナですでに裁判が進行中



今後の予想は
•ロシアもウクライナも長期戦を覚悟

•停戦交渉は中断している

•ポーランドが戦車200台供与

•デンマークがハープーン供与

•対艦ミサイルだが地上攻撃もできる

•オデーサ スネーク島沖に展開するロシア軍艦標的

•アメリカ供与のM777榴弾砲

•ロシアがベラルーシにミサイル配備 キーウ攻撃か？



ウクライナ支援に２０か国



今後の予想は
•NATO側からの武器には習熟期間が必要

•６月後半には実戦配備可能

•ゼレンスキー大統領は軍人出身ではないのでどこ
かで折り合いを付けようとするだろう

•ウクライナ軍は意気盛んなので止めようとはしない

•ゴールポストは戦争の勝敗が決した時

•死傷者や避難民が拡大するだけ

セベロドネツクが持つか？


